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備考 ３）用語解説   

用 語 解 説 

幼保小連携 

すべての子どもたちが，乳幼児期における子どもの自発的，創造的な遊びや体験

を通した育ちと学びを基礎としながら，安心感を持って小学校生活に円滑に移

行し，自己を発揮し成長していくために，就学前施設と小学校が連携すること。 

全国学力・学習状況

調査 

文部科学省が，全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し，教育施策の

成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，学校における児童生徒への教育

指導の充実や学習状況の改善等に役立てることを目的に行う調査。調査対象は，

小学校（義務教育学校前期）第６学年，中学校（義務教育学校後期）第３学年。 

義務教育学校 
小学校課程から中学校課程まで，義務教育９年間を一貫して行う学校。柔軟な教

育課程を編成することが可能。 

福山１００ＮＥＮ教

育アンケート 

福山１００NEN教育がめざす「子ども主体の学び」の推進に向けた取組の充実を

図ることを目的として，教職員を取り巻く環境や日々の業務内容，それらに対す

る意識等を把握し，授業・学校経営等の改善に用いる調査。（年２回実施） 

カリキュラム・マッ

プ 

育成する資質・能力と学ぶべき教育内容の全体像を見渡すことができる教育計

画。学習内容の順次性，各教科等間，各教科と行事等との関連性を図示するもの。 

学力の伸びを把握す

る調査 

福山市教育委員会が，市内の児童生徒の学力や学習に関する意識等の経年変化

を把握し，各校が，一人一人の学力の伸びを個別の指導・支援や授業改善に活用

することを目的に行う調査。調査対象は，小学校（義務教育学校前期）第４学年

から中学校（義務教育学校後期）第３学年まで。 

学校関係者評価 

学校教育の質的向上に向けて，中学校区の保護者及び地域住民等から構成され

る評価委員が，各学校が示す目標や取組等に対する自己評価に対して評価を行

うこと。 

コミュニティ・スク

ール（学校運営協議

会制度） 

学校・家庭・地域が，連携協働して児童生徒の成長を支援するため，地域住民等

が，当事者として学校運営に参画できるよう，保護者や地域住民等で構成される

学校運営協議会を設置した学校。 

ＩＣＴ教育機器 

児童生徒の学習への興味・関心を高め，分かりやすく説明するため，教員が授業

等で活用するＩＣＴ機器のこと。本市においては，プロジェクター，電子黒板，

実物投影機，タブレット端末を整備するほか，それらを接続する無線ＬＡＮ環境

を整備。 

通学路交通安全プロ

グラム 

通学路の安全確保の取組を行うため，2014 年（平成 26 年）に策定したプログ

ラム。小学校ごとに教育委員会，学校，道路管理者，警察署及び関係団体等によ

る合同点検を２年に１回実施し，危険個所の抽出を行う。必要な対策案の作成，

実施及び効果検証により，通学路の安全性の向上を図る。 

きらりルーム 

児童生徒のペースで学習・体験活動を行う教室以外の「学びの場」として設置し

たスペース。専任の担任等が家庭訪問を行い，一人一人の状況に応じた取組を進

めている。 
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用 語 解 説 

就学援助 

経済的な理由により就学困難と認められる児童生徒の保護者に対して，次の費

用の一部を援助する制度。 

学校給食費，学用品費，通学用品費，校外活動費，修学旅行費， 

入学準備費，医療費（むし歯など特定の疾患に限る。） 

指定（文化財） 

文化財保護法や地方自治体の条例により，保護の対象として文化財を指定する

制度。有形文化財，無形文化財，民俗文化財，記念物の４分野があり，学術的・

歴史的に貴重なもの。 

登録（文化財） 

指定制度よりも緩やかな保護措置を講じるもので，国や地方自治体が指定して

いない文化財のうち，保存と活用が必要なものを国が登録する。厳しい規制があ

る指定文化財と違い，届出制と指導・助言・勧告を基本として，所有者による自

主的な保護を図り，指定制度を補完するもの。 

日本遺産 

文化庁が認定した，地域の歴史的魅力や特色を通じて日本の文化・伝統を語るス

トーリー。地域に点在する遺産を「面」として活用し，発信することで，地域活

性化を図ることを目的としている。 

福山市歴史文化基本

構想 

地域に存在する文化財を，指定，未指定にかかわらず幅広く捉えて，的確に把握

し，文化財をその周辺環境まで含めて，総合的に保存・活用するための構想。本

市が文化財保護行政を進める基本的なマスタープランとなるもの。 
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備考 ４）参考数値                     

区 分 数値 内 訳 

幼稚園 ２２園 市立：９園（休園を除く。）  私立：１３園 

認定こども園 ５１園 市立：２園  私立：４９園 

小学校 ７３校 市立：７０校（休校を除く。）  私立：３校 

中学校 ３７校 市立：３１校  国立：１校  私立：５校 

義務教育学校 ２校 市立 

高等学校 ２２校 
市立：１校  国立：１校  県立：１３校（定時制，通信制含む）   

私立：７校（通信制含む） 

特別支援学校 ３校 県立 

（市立小学校）児童数 ２３，９９６人 うち特別支援学級：１，８９５人 

         学級数  １，１１９学級 うち特別支援学級：３１２学級 

（  ）通級指導教室数 ２４教室 情緒：１８教室（１４校）  言語：６教室（５校） 

（市立中学校）生徒数 １０．９６６人 うち特別支援学級：５０５人 

         学級数 ４０１学級 うち特別支援学級：９５学級 

（  ）通級指導教室数 ５教室 ＡＤＨＤ（５校） 

福山市フリースクール 

かがやき 
３教室 

教育相談センター，旧伊勢丘幼稚園，松永コミュニティセンター内に

各１か所 

公民館等 ７９館 公民館：７２館  交流館：７館 

図書館 ７館  

※１ 基準日は，次のとおり 

・学校等施設は，２０２２年（令和４年）４月１日現在 

・児童生徒数，学級数，通級指導教室数は，２０２２年（令和４年）５月１日現在 

・その他は，２０２３年（令和５年）３月３１日現在 

※２ 義務教育学校１～６年生は小学校の児童数・学級数に，７～９年生は中学校の生徒数・学級数に含む。 

※３ 就学前教育・保育施設としては，幼稚園，保育所・園，こども園のほか，児童福祉法に基づき，市町村が認可する

保育事業で，保育に欠ける０歳児～２歳児が対象の地域型保育事業がある。 

 


